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「検査書類限定型工事」による令和３年度検査の実施状況
アンケート調査結果の公表について

～工事の検査書類削減を行い、生産性向上による働き方改革を推進～
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問合わせ先

関東地方整備局では、令和３年度より工事の完成検査等を対象に資料検査に必要な書類を限定し、
監督職員と技術検査官の重複確認廃止の徹底及び受注者における説明用資料等の書類削減により効
率化を図るため、検査書類について従来約４０書類でしたが１０書類に限定した「検査書類限定型
工事」にて検査を実施しています。

令和３年度に「検査書類限定型工事」にて検査を実施した工事を対象に、受注者、発注者（監督職
員、技術検査官）に実施したアンケート調査結果をまとめましたのでお知らせします。

「検査書類限定型工事」にて検査を実施した受発注者のアンケート結果で、従来の書面検査と比較
して問題なく確認できており、また、検査に向けた準備の軽減、検査時間の短縮の効果が大きいことが確認
されました。

今年度も「検査書類限定型工事」を全ての工事にて実施し、受発注者双方の生産性向上による働き
方改革を推進していきます。

■令和３年度に「検査書類限定型工事」にて検査を実施した受発注者アンケート結果のポイント

■受注者（現場代理人又は監理技術者）

・８６．６％が検査に向けた作業が軽減したと回答。

・従来の書面検査と比較して、８７．２％が検査時間が短くなったと回答。

■監督職員

・６７．２％が検査に向けた確認作業が軽減したと回答。

・従来の書面検査と比較して、９０．２％が検査時間が短くなったと回答。

■技術検査官

・従来の書面検査と比較して、８３．６％が検査時間が短くなったと回答。

・従来の書面検査と比較して、 ９４．７％が施工管理、出来形、品質は問題なく確認できたと回答。

ごかん ひろゆき

きじま しんじろう



「検査書類限定型工事」の実施状況に係る受発注者へのアンケート調査結果

１．アンケート調査方法
・対象工事 ： 令和３年度に検査書類限定型工事にて検査を実施した工事
・対象者 ： 受注者（現場代理人又は監理技術者）、発注者の監督職員、技術検査官
・アンケート方法 ： 令和４年５月２５日～６月１３日の期間にＷＥＢ方式にて実施

２．アンケート結果

監督職員 回答数２９５工事 技術検査官 回答数２８１工事

36.5%

50.1%

13.2%

0.1%0.1%

【「検査書類限定型工事」の検査に向けた準備

作業は軽減しましたか。】

(1)とても軽減した 267

(2)やや軽減した 367

(3)変わらない 96

(4)やや増大した 1 

(5)とても増大した 1

37.6%

49.6%

12.6%

0.1%0.1%

【従来の書面検査と比較して検査時間は

どうでしたか。】

(1)とても短くなった 275

(2)やや短くなった 363 

(3)変わらない 92

(4)やや長くなった 1

(5)とても長くなった 1

87.2%
（とても又はやや短くなった）

86.6%
（とても又はやや軽減した）

12.2%

55.0%

31.5%

1.0%0.3%

【「検査書類限定型工事」の検査に向

けた確認作業は軽減しましたか。】

(1)とても軽減した

36
(2)やや軽減した

162 
(3)変わらない

93
(4)やや増大した

3
(5)とても増大した

1

21.4%

68.8%

9.2%

0.3%0.3%

【従来の書面検査と比較して

検査時間はどうでしたか。】

(1)とても短くなった

63
(2)やや短くなった

203
(3)変わらない

27
(4)やや長くなった

1
(5)とても長くなった

1

27.8%

55.8%

16.0%

0.4%

【従来の書面検査と比較して

検査時間はどうでしたか。】

(1)とても短くなった

78
(2)やや短くなった

157
(3)変わらない

45
(4)やや長くなった

1

94.7%

5.3%

【従来の書面検査と比較して、施工管理、

出来形、品質は確認できましたか。】

(1)問題なく確認でき

た266

67.2%
（とても又はやや軽減した）

90.2%
（とても又はやや短くなった ）

83.6%
（とても又はやや短くなった） 94.7%

（問題なく確認できた）

■主な意見

・ 検査書類が１０種類に限定されているため、検査に向けた準備が大幅
に削減された。

・ 以前は、検査前は現場監督と平行して検査のための資料整理が必要で
どうしても残業が生じていたが、現在はＡＳＰ（情報共有システム）にある
電子データを検査時に見せれば良いので効率的になっている。

・ 資料検査項目が限定され検査が効率的になり短くなった。

・ 土木工事電子書類スリム化ガイドとあわせて書類削減され良い取り組
みである。

・ 地方公共団体にもぜひ広めてほしい。

■主な意見

・ 受注者の検査に向
けた作業は軽減したと
感じる。

・ 工事検査書類が限定
されたため出張所での
施工プロセスチェック の
正確性が求められると感
じる。

■主な意見

・ 検査官としても資料
検査に係る時間が短
縮されるため、実地検
査を重点的に行う事
が出来た。

・ 発注者・受注者の両
方にメリットのある取り
組みだと思う。

受注者（現場代理人又は監理技術者） 回答数732工事

(2)施工管理、出来
形、品質のいずれ
かにおいて、追加
の書類を求め確認
できた 15



工事書類の簡素化に向けた『検査書類限定型工事』について

【目 的】

「検査書類限定型工事」は、検査時※を対象に、資料検査に必要な書類を限定し、監督職員
と技術検査官の重複確認廃止の徹底及び受注者における説明用資料等の書類削減により効率化
を図るもの。

※完成検査、既済部分検査、完済部分検査、中間検査を対象

通常検査 検査書類限定型

約４０書類

１０書類に限定

検査書類限定型のイメージ

上記の書類以外は、
監督職員による施工
プロセスのチェック
リストにより確認

検査書類 検査書類

【必要書類】

技術検査官は、技術検査時に下記の１０書類
に限定して資料検査を実施。

①施工計画書 ⑥品質規格証明書
②施工体制台帳
（下請引取検査書類を含む）

⑦出来形管理図表

③工事打合せ簿（協議） ⑧品質管理図表
④工事打合せ簿（承諾） ⑨品質証明書
⑤工事打合せ簿（提出） ⑩工事写真

【対象工事】

全ての工事（港湾、空港、官庁営繕工事を除く）
について、受発注者協議のうえ実施。

※以下の工事については対象外
・｢低入札価格調査対象工事｣又は｢監督体制強化工事｣
・施工中、監督職員により文書等による改善指示等が発出された工事


